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穂
高
公
民
館
講
座
・
美
術
館
め
ぐ
り

国
立
新
美
術
館

　この本は私が小さかった頃、大好きだった懐かしい本

の中の一冊、そして今は私の子供もお気に入りの一冊で

す。小さな挿絵しかない読み聞かせの本ですが、子供は

私の顔を見つめたり、嬉しそうに笑ったり表情を変えな

がら自分でイメージをふくらませて聞いているようです。

我が家では毎晩眠る前に絵本を読んでいます。早く寝

かしつけたくて怒ってしまった後でも、本を読み始める

といつの間にか気持ちが落ち着き、私も子供も安らかに

眠りにつけるのです。いつかは離れていってしまう子供

とのひととき、大切にしていきたいと思います。

安
曇
野
市
図
書
館
講
座

市
民
の
た
め
の
情
報
検
索
講
座

ドキドキ・ワクワクお話の世界

3月の おはなし
図書館

豊科 おはなしたんぽぽ
豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

９日（金）１６：３０～

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

１７日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109)

１０日（土）１０：００～(幼児・小学生対象)

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796)

１４日（水）１１：００～（幼児対象）
　　　　１５：３０～（小学生対象）
　            １６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
明科図書館おはなしコーナー (Tel.62・1122)

 ７日（水）１１：００～（幼児対象）
１４日（水）・２８日（水）１１：００～（幼児対象）
　　　　　　　　 １５：３０～（小学生対象）

紹介する人

春宮 さやかさん （三郷明盛）

はるみや

お
す
す
め
の
一
冊

ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん

松
谷
　
み
よ
子
　
著

＊大人も楽しめます。

　　
１
月
２１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
国
立

新
美
術
館
の
開
館
記
念
展
覧
会
「
異

邦
人
た
ち
の
パ
リ
１
９
０
０
―
２
０

０
５
」
を
鑑
賞
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

が
誇
る
近
現
代
美
術
の
殿
堂
、
ポ
ン

ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
ピ
カ
ソ
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
藤
田
嗣
治
な
ど
著
名

な
芸
術
家
の
ほ
か
、
中
国
や
南
米
、

ア
フ
リ
カ
の
現
代
芸
術
家
の
作
品
を

通
じ
て
、
１９
世
紀
末
か
ら
今
日
ま
で
、

パ
リ
で
開
花
し
た
世
界
中
の
芸
術
家

た
ち
の
多
彩
で
華
や
か
な
世
界
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

■
日
時
　
３
月
２８
日（
水
）

 
 
 

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
予
定
）

参
加
費
　
２
、
０
０
０
円
　

■
講
師
　
征
矢
野
久
さ
ん（
画
家
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
成
人
者

■
定
員
　
６０
人

■
申
込
方
法
　
３
月
１２
日（
月
）午
前

　
８
時
３０
分
か
ら
穂
高
会
館
窓
口
に

　
て
受
付
。申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

　
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。電
話
、は
が
き
な
ど
に
よ
る

　
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他
　

・
当
日
、交
通
事
情
な
ど
で
日
程
が

　
大
幅
に
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

・
参
加
費
に
昼
食
代
は
含
ん
で
い
ま

　
せ
ん
。
国
立
新
美
術
館
内
の
レ
ス
ト

　
ラ
ン
で
各
自
昼
食
を
取
っ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会

　
館
内
穂
高
教
育
課（
℡
８２・５
９
７
０
）

　
東
御
市
に
あ
る「
丸
山
晩
霞
記
念

館
」
と「
梅
野
記
念
絵
画
館
」の
２
館

を
め
ぐ
り
ま
す
。

　
丸
山
晩
霞（
１
８
６
７
〜
１
９
４
２
）

は
、現
在
の
東
御
市
に
生
ま
れ
、水
彩

画
家
と
し
て
国
内
外
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
芸
術
家
で
す
。
丸
山
晩

霞
記
念
館
は
、そ
の
作
品
約
６
５
０
点

を
所
蔵
し
、昨
年
１１
月
に
開
館
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、梅
野
記
念
絵
画
館
は
明
治

の
洋
画
家
、青
木
繁
の「
妙
義
画
稿
」

な
ど
を
常
設
展
示
す
る
ほ
か
、近
代

の
埋
没
画
家
や
作
者
不
詳
の
作
品
の

収
集
・
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
知
ら
れ
ざ
る
名
品
を
鑑
賞
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
３
月
１４
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時（
予
定
）

■
参
加
費
　
３
、０
０
０
円（
昼
食
代

　
含
む
）

■
講
師
　
征
矢
野
久
さ
ん（
画
家
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０

　
歳
以
上
の
人

■
定
員
　
３０
人

■
申
し
込
み
　
３
月
５
日（
月
）午
前

　
８
時
３０
分
か
ら
穂
高
会
館
窓
口
に

　
て
受
付
。申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

　
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。電
話
、は
が
き
な
ど
に
よ
る

　
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会

　
館
内
穂
高
教
育
課（
℡
８２
・５
９
７
０
）

　
「
情
報
検
索
」
と
聞
い
て
何
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
何
か
を
調
べ

る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

だ
け
で
は
、
限
ら
れ
た
情
報
し
か
得

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
図
書
館
に

あ
る
図
書
や
雑
誌
、
新
聞
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
情
報
が
た
く
さ
ん
眠
っ

て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
ら
の
情
報
も
上
手
に
見
つ
け
る

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
信
州
大
学
人
文

学
部
の
中
嶋
聞
多
教
授
と
ゼ
ミ
の
学

生
た
ち
が
、
身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
情
報

を
得
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
解

説
し
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者
の
皆
さ

ん
に
は
実
際
に
情
報
検
索
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
１４
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所
　

　
堀
金
公
民
館
２
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
定
員
　
２０
人

■
申
込
方
法
　
２
月
２３
日（
金
）
午

　
前
８
時
３０
分
か
ら
電
話
で
申
し
込

　
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育

　
委
員
会
社
会
教
育
課（
℡
６２
・
３
０

　
０
１
）

丸山晩霞記念館入口

千曲川（橋）

つ
ぐ
は
る

も
ん

た

安曇野市教育委員会

lifelong

learning news
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丸
山
晩
霞
記
念
館

ば
ん
　
か


